
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

群馬県知事殿

〒372-0853

所群馬県伊勢崎市国領町217番1

名株式会社ニップン伊勢崎工場
場長木河政幸

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0270 31 4157

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

(第 1 面)

産業廃棄物処理計画書

事業場の名称

提出者
住

氏

事業場の所在地

2026年4月1日~ 2027年3月31日寸画期間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事業の種類 09:製造業/食品製造業

②事業の規模生産量:23,230トン/年

668名③従業員数

・汚泥才(廃水処理施設)再生処理業者に委託し、肥料
汚泥才製品廃棄は焼却
・動植物性残漬才再生処理業者に委託し醗酵、肥料
・廃プラスチック類才再生処理業者に委託し、破砕・圧縮梱包
連⇔再資源化4産業廃棄物の
・木くず才再生処理業者に委託し、破砕才再生の処理の工程
・混合才再生処理業者に委託し、破砕・切断・圧縮⇔再生
・蛍光灯才再生処理業者に委託し、分別・破砕⇔再生
廃電池才再生処理業者に委託し、分別・浸漬才再生
廃油才再生処理業者に委託し、再生

2026年6月19日

株式会社ニッフン伊勢崎工場

伊勢崎市国領町217番1

(日本産業規格 A列4番)



産業廃棄物の処理に係る管埋体制に関する事項

(管埋体制図)

環境・省エネ委員会

製造チーム担当者
(廃棄物管理貴任者)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度口025年度)実績】

産業廃棄物の種類 朽泥

排出量 1.090.20

(ーれまで{一実施した取組)①現状

・製造ロス削減による廃棄物数量の減少を図る

工場長

金國くず

3.31

設備チーム担当者

(第2 面)

②計画

【月標】

産業廃棄物の種類 汚泥

1.063.04排出量

(今後実施する予定の取組)

・継続して製造ロス削減による廃棄物数量の減少を図る
廃プラスチック類の分別し、りサイクルを行う

①現状

廃油

動拭物性残さ

550.63

②計画

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

汚泥、動植物性残漕、廃7'ラスチ"類、木くず、金属くず、混載、
乾電池ι一分別し、保管している

0.02 t

廃プうスチック瓢

267.認 t

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

現状の継続及び、廃プラスチック類のストレッチフィルムと
結束パンド(PPバンド),透明袋(P E)の分別を行う

ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器く司'

0.06 t

動航物作残さ

靭5.00

ポくず

9.45 1

廃プラスチック鄭

259.26 t

金叫くず

3.26

木くず

誕油

9.30 ι

0.00

ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず

0.oo t



1ら行う産業廃棄物の11j牛利川に関する事項

【前年塵(2025年度)火紬】

産業廃棄物の輯類

"ら11i牛利川を行った
産業廃棄物の「1①現状
にれまでに火施した取組

特1一火施していない

O t

山標】

産業廃棄物の斬類

訂ら11i屯刊川をlfう
の耻産業廃棄

(今後突施するΥ,定の取痢D

火施予定なし

1ら行う産業廃棄物の中問処則に関する事瓜

【前年度(2025年度)火紬】

産業廃棄物の輯類

Πら熱回収を行うた
産業廃棄物の;,1

nら中問処別により誠
①現状 :11した産業廃棄物の址

(これまでにJι施した取乳D

1キに火施していない

ガラスくず・コンクリート
く司'長び國磁剛くず

O t

動榊物性残さ

佛 3i折)

O t

廃プラスチック凱

動抽物性残さ

Ⅲ標】

産業廃棄物の斬類

1'1 ら熱1Ⅱ1収を行った
産業廃棄物の址

"ら中問処即により誠
祉する産業廃棄物の址

(今後火施するΥ,定の取剖D

火施予定なし

O t

旋プラスチック類

動勧物性殿さ

O t

廃プラスチック麺

O t

動抽物牝残さ

ガラスくず・コンクリート
くず及び剛磁鼎くず

O tO t

0 1

旋プラスチック類

金風くず

ガラスく・コンウリート
くず及び陶磁糊くず

O tO t

O t O t

金輔くず

ガラスく,コンクリート
くず長び陶碓剛くず

O t

O t

O t

O t

0
 
0

0
 
0

0
 
0



nら行う産業廃棄物の則立処分Xは海祥投人処分に関するψ項

【前年度(2025年度)尖紕】

産業廃棄物の靴類

1'1ら叩立処分Xは

海洋投人処分を行った

産業脆棄物の 111
①現状

(これまでに央施した取剖D

特に実施していない

ιΠ標】

産業廃棄物の耗類

1、1 ξ,"1!、τ処分Xは

海件投人処分を行う
篦業座棄物の lit

(今後尖施する予定の取割D

尖施Υ・定なし

朽淀

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(2025年廣)尖制U

産業廃棄物の机類 朽泥

令処N委託址 1,090.20

優良認定処即業古
への処則妥託址

11i門{利川業゛1への
1,068.33処理委託耻

認定熱1・1収業打①引状 21,訂
への処卯香託址

認建熱1・1収業冉以外
の熱回収をh)業者
への処坪委,,モ1武

(これまで1'突施した取剰D
製造ミス,トラブルの削波1'よる廃棄物数1'の誠少を図る.

動抽物性残さ

O t

慶ブラスチッウ類

動舶物舵残さ

O t

O t

脆プラスチック額

0

動柳物性残さ

550.63

0

0

廃ブラスチック瓢

2'フ.38

0,96

267.認

0

550.63

0 ι

ガラスくすコンクリート
くず長び剛磁閤くず

0 ι0 【

O t

ポくず

9.45 1

O t

9.45

金鰯くず

3.26

3.26

ガラスくず・コンクリート
くず及び幽磁器くず

O tO t

O t

O t

0

ガラスくず・ロンクリート
くず及ぴ園酷部く司'

0 1

O t

0
0
0
0

0
 
0



【11標】

産業廃棄物の机類

令処凱委託耻

優R認定処即業打
への処卵委託lil

11i乍利川業者への
処即委託靴

認定熱阿収業古
への処理委託11t

汚況

1,063,山

1,043.04

20,00

認定熱1"1収拠井以外
O tの熱同収を行う黛舌

への処理委託址

(今後フι施する予定の取剤D

縦毓して製造ロス削波による廃棄物数址の誠少を図る
廃プラスチック類の分別し、りサイクルをhう

動柚物作残さ

535.00

535.00

【第 5 『Ⅱ1 -1

脆プラスチック類

259.26

0.90

259,26

O tO t

ポくず

0 1

9.30 t

O t

金憾くず

3.31

9,30

0

3.31

0

魔油

0_叱 t

ガラスく・コンクリート
くず及び陶磁剛く写'

0,06 t

O tO t

0,呪 0.06 t



備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに井剣乍成すること

2 当該年度の6月30日までに提出すること

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

①①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること

②②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)、建設業の場合における元請完成

工事高(前年度実績)、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入する二と

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ビとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行うた場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条のⅡ第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に賜1俳氏のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に鴨1縣氏のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した呂1俳氏を添付することま六、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。

(第6面)


